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           平成２６年１２月１８日 

            

公開イベント「夢のみつけ方 ～医学部の先に見えるもの～」 
世界的研究者の講演会と交流会を学生が企画 参加者を募集します！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【日  時】 平成 27年 2 月 13日（金）17：30～20：00 

  平成 27年 2 月 14日（土）10：00～17：30 

【場  所】 岡山大学鹿田キャンパス 

（地域医療人育成センター（MUSCAT CUBE）・Junko Fukutake Hall） 

【対  象】 高校生・大学生・一般の方 参加無料 

【内  容】 ①メンター・メンティ交流会 

  ②基調講演 

岸本忠三 大阪大学名誉教授（大阪大学免疫学フロンティア研究センター） 

  ③本学医学部生と本学 OB の研究者によるパネルディスカッション 

【申込方法】 イベント詳細と参加方法のご案内は下記特設ホームページご覧ください。 

http://www150th.med.okayama-u.ac.jp/（人材育成事業学生イベント特設ページ） 

   

【参  考】 岡山大学医学部創立 150周年   http://www.med150th.ccsv.okayama-u.ac.jp/ 

創立 150周年記念事業 http://www.med150th.ccsv.okayama-u.ac.jp/project/index01.html 

 

 

 

 

 

 

 

＜お問い合わせ＞ 

 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科（医） 

病原細菌学分野 教授 松下 治 

（電話番号）086-235-7157 

（FAX番号）086-235-7162 

（メール） osamu@okayama-u.ac.jp 

 本学医学部は、平成 27 年 2 月 13 日、14 日、医学部創立 150 周年記念事業人材育成事業の一環

として公開イベント「夢のみつけ方～医学部の先に見えるもの～」を開催します。創立 150 周年

（2020 年）まで年 1回開催を予定しており、今年で 3回目。今年は学生有志で行います。 

 本イベントでは、進路決定に面した高校生、大学生とその家族を対象に、医療系で働く先生方と

の交流を通してキャリアパスについて考えたり、免疫学で有名な岸本忠三大阪大学名誉教授の講演

を行います。進路を考える岐路に立たされた医学部生と世界的研究者の先輩とのパネルディスカッ

ションでは、参加者にとって自己の未来の可能性を考える良い機会を提供します。普段知ることの

少ない医学部や医学部生の内面について知る機会ですので、一般の方々の参加も募集しています。 

http://www150th.med.okayama-u.ac.jp/
http://www.med150th.ccsv.okayama-u.ac.jp/
http://www.med150th.ccsv.okayama-u.ac.jp/project/index01.html
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【企画詳細】 

平成 27年 2 月 13日（金）会場：地域医療人育成センター（MUSCAT CUBE） （定員：50名） 

「メンター・メンティ交流会」 17：30～ 

若者を中心とした参加者（メンティ）と人生の先輩方（メンター）との交流会を行います。デ

ィスカッションを通じて、参加者に明確な将来像を創造してもらうことが目的です。メンターと

しては、臨床医（内科医や外科医）・女性医師・海外勤務経験のある医師・医系技官・研修医な

どの先生を予定しています。 

 

平成 27年 2 月 14日（土）会場：Junko Fukutake Hall（通称 J ホール）（定員 400名） 

「岸本忠三大阪大学名誉教授による基調講演」 13：00～ 

 大阪大学免疫学フロンティア研究センターの岸本教授による基調講演を行います。岸本教授は

日本人初のクラフォード賞を受賞され、重要な生体内サイトカイン IL-6 の発見者としても名高

い、免疫学の権威的存在です。関節リウマチという病気を聞いたことがあるでしょうか。この治

療薬アクテムラは先生の発見により開発されました。ざっくばらんに「免疫学とは？」というと

ころから、どなたにも分かりやすい内容で講演を行います。 

 

「学生と岡大ＯＢによるパネルディスカッション」 14：00～ 

岡山大学医学部出身で免疫学者として活躍される黒﨑知博教授（大阪大学免疫学フロンティア

研究センター）、三宅健介教授（東京大学医科学研究所）を招き、医学部生と討論会を行います。

進路を考える岐路に立たされた医学部生と世界的研究者の先輩との討論は、参加者にとって自己

の未来の可能性を考える良い機会となるでしょう。 

 

ポスターセッション「ART・MRI 成果報告会」 10：00～ 

本学の特色の 1 つである、医学科生・研修医兼大学院生の研究支援をする ART プログラム（卒

後研修と大学院入学を同時可能にするプログラム）と、医学科 3年生が国内外のラボで 3ヶ月間研

究を行う医学研究インターンシップ（MRI）を利用した学生が、様々な分野の研究成果をポスター

形式で発表します。 

 

本イベントは、広く一般の方を対象としています。現医学部生の出身高校に文書で案内するな

ど、高校生の参加も積極的に募集しています。 

報道機関の皆様には、趣旨をご理解の上、是非とも告知及び取材をお願い致します。 

 

＜文責＞ 

学生準備委員会（広報：大塚勇輝（医学部医学科 3年生）） 


